
 
必
　
修

 
選
 

択

 
自
 

由

　
講
　
義

　
演
　
習

実
験
・
実
習

 
教
 

授

　
准
教
授

 
講
 

師

 
助
 

教

2 ○ 1

2 ○ 1

2 ○ 1

2 ○ 1

2 ○ 1

2 ○ 1

2 ○ 1

4 ○ 2 2

8 ○ 2 2
小計（9科目） 26 2 3 2

実践動物看護学特論  2 ○ 1

動物看護病態学特論 2 ○ 1

動物看護代謝学特論 2 ○ 1

動物看護倫理•教育学特論  2 ○ 1

動物行動学特論 2 ○ 1

臨床検査学特論 2 ○ 1

臨床獣医保健看護学特別演習　 4 ○ 2

臨床獣医保健看護学特別研究 8 ○ 2 0
小計（8科目） 24 2 2 2

特別講義 4 ○ 4 3 4 2

小計（１科目） 4 ｰ ｰ ｰ ｰ

4 50 4 3 4 2

ー

科目
区分

基
礎
獣
医
保
健
看
護
学
分
野

臨
床
獣
医
保
健
看
護
学
分
野

　　　授業科目の名称

動物微生物学特論

　　配当年次

授業形態

公衆衛生学特論

動物生態学特論

2　後

1　後

１　前

１　・　２　通

動物感染症学特論

野生動物医学特論

動物看護生理学特論

分子遺伝学特論

　　　　　　専任教員等の配置

備　　考

1　前

1　前

2　前

1　後

1　通

１　・　２　通

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　育　課　程　等　の　概　要
（獣医生命科学研究科獣医保健看護学専攻(M)）

様式第２号（その２）

2　前

1　通年

1　後

2　前

1　後

　　単位数

1　前

2　後

授業期間等

1　通

学位又は称号 修士（獣医保健看護学） 学位又は学科の分野

卒業要件及び履修方法

合計（１８科目）

ー

ー

共
通

基礎獣医保健看護学特別研究

基礎獣医保健看護学特別演習　

修業年限は２年とする。学位の取得要件は、指導教員の担当する特論２単位、特別研究８
単位、所属分野の特別演習４単位、及び特別講義４単位の計１８単位、指導教員以外の特
論及び所属分野以外の特別演習から１２単位以上を履修し、合計30単位以上を取得した
上、学位論文（修士論文）を提出する。さらに論文内容を審査委員会で口頭発表（説明）
し、審査委員の最終試験の評価を受ける。

２学期

１５週

6０分

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

農学



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2 ○

2 ○ 1

2 ○ 兼1

2 ○ 1 兼1

1 ○ 1 2 2

2 ○ 1 兼1

2 ○ 1

2 ○ 1

1 ○ 1

2 ○ 1

1 ○ 1 1

2 ○ 1

1 ○ 1

2 ○ 1

1 ○ 1

2 ○ 1

1 ○ 1

2 ○ 1 兼2

2 ○ 1

2 ○ 1 1 1

1 ○ 1 1

2 ○ 1

2 ○ 1

2 ○ 1

1 ○ 1 1 1

2 ○ 1

1 ○ 1

2 ○ 1

2 ○ 1 1 兼2

2 ○ 1

2 ○ 1 1

1 ○ 1 1

2 ○ 1 1

1 ○ 1 1

2 ○ 1 1公衆衛生学 2後

動物薬理学 2後

動物薬理学実習 3前

動物医療看護学Ⅰ 2後

動物医療看護学Ⅰ実習 2後

動物トリミング理論 2前

動物トリミング理論実習 2前・3後

動物医療検査学実習 3前

動物栄養学概論 2後

動物寄生虫学実習 3前

動物医療検査学 2後

動物保健看護関連法規 2前

動物寄生虫学 2後

動物微生物学実習 2後

動物心理学 2前

動物トレーニング理論Ⅰ

動物トレーニング理論Ⅰ実習 2前後

動物微生物学 2前

2前

動物生化学実習

動物病態学

動物病態学実習 2後

2前

野生動物学実習

動物形態学

動物形態学実習

動物生化学

授業形態 専任教員等の配置

備 考

必
　
修
　
科
　
目

動物行動学

動物飼育学

動物機能学 1後

動物機能学実習

野生動物学

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

様式第２号（その２）
　　　　　　　　（用紙　　日本工業規格Ａ４縦型）

教 　　　育 　　　課 　　　程 　　　等 　　　の 　　　概 　　　要
（獣医学部獣医保健看護学科）

2前

2後

1後

2前

2前

1後

1後

1前

1前

1前

1前

動物保健看護体験実習

1前

1後

1後

自然科学概論

動物生態学

動物保健看護学概論

動物品種論



1 ○ 1 1 1

2 ○ 1 2

1 ○ 1

2 ○ 1 1 兼1

65 0 0 9 6 8 2 0 7 -

2 ○ 1 2

1 ○ 1 2 2

1 ○ 1 1 1

2 ○ 1 兼3

2 ○ 1 2

2 ○ 兼1

2 ○ 1 2 2

2 ○ 1 2 2

2 ○ 1 2 2

2 ○ 1 兼3

2 ○ 1

2 ○ 兼1

2 ○ 1 1

2 ○ 1 1

2 ○ 1 1

2 ○ 1 1

2 ○ 1 2 2

2 ○ 1

2 ○ 1 1

2 ○ 兼1

2 ○ 1 1

2 ○ 1 1

1 ○ 1 1

2 ○ 1 1

1 ○ 1

2 ○

4

0 52 0 3 2 4 4 0 9 -

4 ○ 1

4 ○ 1 兼1

2 ○ 兼1

2 ○ 兼1

2 ○ 1

2 ○ 1

2 ○ 1経済学 1前

法学 1前

心理学 1後

-

選
択
科
目
第
一
類

Reading English 1前後

Oral English 1前後

国文学 1前

哲学 1前

卒業論文 4後

小計（27科目） -

野鳥保護活動実習 3後

特別講義 4後

動物保護活動論実習 4前

動物生態調査実習 4前

動物園動物学実習 4後

動物保護活動論 4前

水生生物学実習 4前

動物園動物学 3後

動物ハンドリング実習 3後・4前

水生生物学 3後

動物繁殖・新生子学実習 3前・4後

動物介在療法実習 4前

動物グルーミング理論実習 3後・4後

動物繁殖・新生子学 3前

動物トレーニング理論Ⅱ実習 4後

動物グルーミング理論 3前

動物医療センター実習 3後・4前

動物トレーニング理論Ⅱ 3前

動物病院管理学実習 3後・4前

動物病院実習 3後・4後

動物栄養学各論実習 3後・4前

動物病院管理学 3前

-

選
　
択
　
必
　
修
　
科
　
目

動物医療看護学Ⅲ 3前

動物医療看護学Ⅲ実習 3後

動物医療看護学Ⅳ実習 4後

動物栄養学各論 3前

動物介在療法論 3前

小計（３９科目） -

必
修
科
目

公衆衛生学実習 3後

動物医療看護学Ⅱ 3前

動物医療看護学Ⅱ実習 3前



2 ○ 兼1

2 ○ 1

2 ○ 兼1

2 ○ 兼1

2 ○ 1 兼1

1 ○ 1 兼2

2 ○ 兼1

0 31 0 3 2 1 0 0 9 -

2 ○ 1

2 ○ 兼1

2 ○ 1

2 ○ 兼1

2 ○ 1 兼1

2 ○ 兼2

2 ○ 1 兼1

2 ○ 兼1

2 ○ 兼1

2 ○ 1

2 ○ 1

2 ○ 1 1 兼3

2 ○ 1 兼2

0 26 0 1 3 1 1 0 11 -

65 109 0 11 8 8 4 0 27

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等
修業年限は４年とする。必修６５単位、選択６０単位以上、計１２５単位以上修得すること。 １学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

学位又は称号 学士(獣医保健看護学 学位又は学科の分野 農学

小計（１３科目） - -

合計（９３科目）

アニマルケア論 4前

ペットビジネス論 4後

実験動物学 3後

疾患モデル動物学 4前

動物防疫学 3前

特殊動物学 3後

犬学・猫学 2前

社会活動動物論 2後

動物免疫学 2前

動物・人間関係論 2前

小計（１4科目） - -

選
　
択
　
科
　
目
　
第
　
二
　
類

環境生物学 1後

動物医療情報学概論 1後

動物遺伝学 1後

スポーツ野外活動 1前

生物命名法 1前

化学 1前

健康科学 1前

選
択
科
目
第
一
類

数学 1前

生物学 1前

物理学 1前


